
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年度 第 2回企画展記念講演会 

 

『行 楽 地 としての多 摩 川  
-玉 電 ・花 見 ・音 頭 - 』  

 
多摩川の沿岸は、江戸時代から名所として知られており、明

治時代以降、電鉄の開通などによって、東京郊外の行楽地と

なっていきました。今回は、大正時代の末に多摩川を渡って

きた玉川電気鉄道を中心に、戦前の高津地域とその周辺の行

楽地についてお話しします。 

 

講  師  鈴木 勇一郎 氏  

（川崎市市民ミュージアム学芸員） 

日  時  7 月 10 日(土) １０：００～１２：００ 

定  員  30名 

参 加 費  500円 

会  場  川崎市大山街道ふるさと館 

2階 イベントホール 

応募方法  6月 10日(木)9：30より 

      電話、FAX、窓口にて先着順で 

受付開始 

 

 

 

 

 

 

 

交通のご案内 

・JR 南武線武蔵溝ノ口駅より徒歩 7 分 

・東急田園都市線高津駅より徒歩 5 分 

・東急バス 溝口駅北口ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙ 5 番のりばから

2 つ目「高津」下車徒歩 1 分 

企画展や講演会等で、ご来館いただく皆様へ 

 

新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、ご来館の際には、

次の点について、ご協力をお願い申し上げます。 

 
・館内ではマスクを着用してください。 

・発熱、体調の悪い方は、ご来館をお控えください。 

・入館時、あるいは入室時に、消毒液をご使用ください。 

・密接とならないように配慮してください。 

 

主催：川崎市大山街道ふるさと館 

川崎市高津区溝口 3-13-3 

TEL：044-813-4705 

FAX：044-712-0034 

MAP 


